
歴史が薫る
貴族のインテリア

艶やかなマホガニーのテーブル、優雅な曲線を描く猫脚のチェア……。貴族と呼
ばれる特権階級の人々の暮らしの中で使われて来た家具は、時代ごとの様式美
を具え、長い年月を経ても威厳や気品が色褪せることはない。イギリスの名家に
伝わる家具・調度品が現代に投げかけるメッセージを受け止めたい。
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　イギリスの郊外には16世紀から19世紀半ば
にかけて建てられた、カントリー・ハウスと呼
ばれる館が数多く現存する。これらは貴族が
本拠地とする広大な領地に建てた屋敷で、富
と権力を象徴するものでもあった。
　宮廷に仕えていた貴族たちは、４月から７月
をロンドンで暮らし、８月から３月を自分の領
地で過ごしていた。領地での生活の重要な部
分を占めたのが、屋敷で開くパーティーだっ
た。そこで、カントリー・ハウスには大勢の客を
招いて食事やダンスをするための広間と、いく
つもの居間や応接間が設けられた。パーティ
ーで招待客をどのようにもてなすかが主人の
人物評価となったため、建物だけでなく、部
屋のしつらえや家具・調度への関心が高まった
のである。
　イギリスに残るカントリー・ハウスの中にはホ
テルになったり、ナショナル・トラストに寄贈さ
れるなどして、形は昔のままでも創建した家
族の手を離れ、維持管理されている館も少な
くない。故ダイアナ元皇太子妃の実家である
オルソープは、1508年より約500年にわたりス
ペンサー伯爵家によって受け継がれてきた。
　規模が大きく立派な屋敷はカントリー・ハウ
スと区別され、ステートリー・ホーム（Stately 
Home）と呼ばれており、オルソープもその一
つ。14,000エーカーの広大な敷地に何十室も
の部屋を持つ屋敷で、500年の間に建物は何
度か改装されているが、貴重な家具・調度品は
代々の当主によって大切に受け継がれ、往時
の歴史的、芸術的価値を今に伝えている。
　これらの貴重な家具・調度品をスペンサー
伯爵監修のもと家具デザイナー、ポール・メー
トランドスミスによって復刻されたのが、「オル
ソープ リビングヒストリーコレクション」であ
る。時代を超えて愛されてきた家具は現代に
甦り、より輝きを増している。

Chapter 1
貴族の館
Country H ouse

オルソープ城
A lthorp

左は５代目スペンサー伯爵が
1865年にロンドンの商社を通じ
フランスより購入したマホガニーの
コモドー（1770年製）。
右はそれをもとにリプロダクトされた
オルソープ リビングヒストリーコレクション。
当時の造形を忠実に再現している

オルソープ城の主である
第９代目チャールズ・スペンサー伯爵は、

故ダイアナ元英国皇太子妃の弟にあたる

ロンドンから列車で１時間ほどの
場所に建つオルソープ城。
７月～９月の３カ月間、
一般公開され、オリジナルの
家具調度を見ることができる
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　イギリスのカントリー・ハウスには、シッテ
ィング・ルーム、ドローイング・ルームといった
独特の呼称をもつ部屋がある。シッティング・
ルームは居間を指し、ドローイング・ルーム
は訪客を招き入れる応接間を指す。
　右の写真はオルソープのサウス・ドローイ
ング・ルームだが、壁には何枚もの肖像画が
飾られ、さまざまなデザインのソファと椅子
がゆったりと、見栄え良くレイアウトされて
いる。
　訪客に自慢するものといえば、由緒正しい
血筋を誇示する先祖の存在、そして歴史的
な重要人物や王族との姻戚関係が何よりと
あって、肖像画は非常に好まれた。写真のド
ローイング・ルームをはじめ、オルソープのピ
クチャー・ギャラリーや階段室サルーン、ル

自慢の品を陳列するためのショーケース

ーベンス・ルームなどの至る所に、時代を代
表する著名な画家に描かせた肖像画が飾ら
れている。
　美術品や装飾品が作られるようになると、
これらのコレクションを飾る家具としてディ
スプレイ・キャビネットが流行した。キャビネ
ットは扉が木製でなくガラス製でできてお
り、当時は高い技術が必要とされたため、
高価な品物であったが、自慢のコレクション
を引き立たせてくれる家具として、競って取
り入れられることとなった。
　応接間には３人掛けのソファにパーソナ
ルチェアを組み合わせ、カクテルテーブル
やランプテーブルを置く。壁面にコンソール
テーブルやゲームテーブル、ディスプレイキャ
ビネットを置くのもよいだろう。

オルソープのピクチャー・ギャラリーに
置かれているルイ15世様式を
踏襲して製作されたジョージ３世様式の
３人掛けソファ。マホガニー製
238×101×106cm

オルソープのサウス・ドローイング・ルーム。
かつてはダイニング・ルームとして

使われていた部屋で、スペンサー伯爵家ゆかりの
人物の肖像画が壁一面に飾られている

Chapter 2
貴族の応接間
D rawing Room

ジョージ３世様式のウィングチェア。
ゆったりと安定した姿勢が保たれ、
長時間楽に座っていられる
（オルソープ リビング
ヒストリーコレクション）
73×68×116cm

マホガニーのカクテルテーブル。
サーベルを模した真鍮のギャラリーと
プルハンドルは、海軍大臣を務めた
2代目スペンサー伯爵にちなんでいる
（オルソープ リビング
ヒストリーコレクション）
98×64×54cm

052 053MARCH 2010



なるとダイニング・ルームへと移動、予め
主人が決めた席に着き、長い時間をかけ
て食事をとる。上の写真に長テーブルを
囲んで14のチェアがあるが、座席は次の
ように決まる。屋敷の主人と女主人が対
面で中央に座り、その両サイドには主賓
が座る。男女は交互に座るのが普通で、
食事が終わると女性達はシッティング・ル
ームに移動してお茶を飲み、歓談。男性
はそのままダイニング・ルームで食後酒を
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ルイ16世様式（ネオ・クラシック様式）の
サロンチェア。
古代ギリシアを基調としたシンプルな
新古典主義のスタイルで、椅子の背もたれに
竪琴のデザインが施されている
（オルソープ リビングヒストリーコレクション）
47×55×97cm

傾けながら会話をしたり、シガー・ルーム
に移動し、シガー・ジャケットに着替えて
酒とシガーを楽しんだりした。
　ダイニングはフルセットで揃えるのが
一般的。壁やカーテンを単色でシンプル
なものにすると、数を揃えた美しさが際
立つ。ルイ16世様式の家具を用いれば、
優雅で改まった雰囲気になるだろうし、
リージェンシー様式を選べば、凛とした
気品が漂うだろう。

　オルソープのエントランス近くに、ウッ
トンホールと呼ばれる広間がある。中世
の時代、ホールは貴族の権力の象徴とも
いうべき重要な部屋だったが、19世紀に
入ると格式張らない居室となり、パーティ
ーの時は晩餐の前に集まって語らう場所
として使われるようになった。
　晩餐に招かれた客は執事に迎えられ、
ドローイング・ルームへ集まる。そこで食
前酒を飲み談話。いよいよ午餐の時間に

夜通しの晩餐は、部屋をいくつも移動して

Chapter 3
貴族の食堂
D ining Room

ジョージ３世様式のマホガニー製
ダイニングチェア。
オルソープのマルボロー・ルームには
赤い革張りのオリジナルが置かれている
（オルソープ リビングヒストリーコレクション）
51×61×97cm

リージェンシー様式のアームチェア。
サーベル脚と呼ばれる
外に反り返った脚が特徴。
ブラックラッカー仕上げに金の模様が
繊細で上品な美しさを放っている
（オルソープ リビングヒストリーコレクション）
59×62×91cm
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◆エリザベス１世時代
16世紀半ば、エリザベス１世の統治により人々の生
活が安定したことで、家具も豪華で安定したものが
作られるようになった。スツールやベンチに背もた
れがついたダイニングチェアもこの時代に作られた。

◆ジェームズ１世時代
ジャコビアン様式と呼ばれ、大陸からの影響や職
人の技術の進歩が顕著に見られる時代。ボビン形
挽き物など手の込んだ細工が施され、引き出しの
開け閉めがスムーズに行えるよう、サイドランナーが
付けられた。

◆チャールズ１世、２世、３世時代
折りたたみ式のオケージョナルテーブルやコレクシ
ョンを飾るためのキャビネット、化粧をするためのド
レッシングテーブルなど新しい家具が次々に登場し
た。デザインはオランダ、スペイン、フランス、シノワ
ズリ（中国趣味）の影響を受けている。

◆ウイリアム３世とメアリーの時代
ジェームズ２世の娘、メアリーがオランダ総督オレン
ジ公ウイリアムと結婚。オランダから連れて来られ
た優れた家具職人が新しい技術を持ち込み、薄板
寄せ木細工や木象嵌などが家具に使われるように
なった。

◆クイーン・アン時代
メアリーの妹のアンが即位すると、優雅で快適な
家具が流行した。その代表がクイーン・アン・チェア。
ベースバックと呼ばれる花瓶のシルエットをした背
もたれ、体の線に合わせて緩やかにカーブを描き、
直線的な後脚につづくプロポーションは美の極致。
動物の脚を模したカブリオールレッグも誕生した。

◆ジョージ１世、２世、３世時代
家具デザイナー、トーマス・チッペンデール（1718〜
1779）の、重厚で力強いデザインと機能性を併せ持
つ家具が一世を風靡した。マホガニー材に、すかし
彫りを施したリボンバックチェアは優雅なデザイン
ながら、背板の形は四角くがっしりと男性的なのが
特徴。脚先の装飾も、中国風の鳥の爪が黄金のボ
ールをつかんだクロー・アンド・ボールと呼ばれる力
強いものに変わった。

◆ジョージ４世時代
1811年から1820年の間、ジョージ４世が摂政（リー
ジェンシー）を務めたことに由来し、19世紀初めに
流行した家具はリージェンシー様式と呼ばれる。サ
ーベル脚と呼ばれる外へ反り返った脚が特徴。新
古典主義の流れを汲み、さらに忠実にギリシア、ロ
ーマ、エジプトの古典を取り入れたシンプルで繊細
かつ上品な家具が作られた。

◆ヴィクトリア女王時代
若い女王の統治下、華やかなスタイルが好まれるよ
うになった。1830年代半ばから風船のように丸くふ
くらんだ形のバルーンバックチェアが流行。飾り物を
陳列するサイドボードも登場した。

Chapter 4
貴族の遊戯室
Billiard Room

　労働とはおよそ無縁の貴族にとっ
て、パーティーは何よりも大事。友人
や知人たちとあり余る時間を退屈せ
ずに過ごすために、様 な々遊びが催
された。狐狩りなど馬に乗って行う
ハンティングや、野鳥を射撃するシュ
ーティング、川でのフィッシングなど
の屋外スポーツも貴族のたしなみと
され、屋内ではダンスやゲームを専
ら楽しんだ。
　カードゲームやビリヤード、バック
ギャモンなどは屋内遊戯の代表で、
ゲーム専用の部屋が設けられ、そこ
にはゲームテーブルや食後酒を楽し
むためのバーキャビネットなどが置
かれた。
　オルソープのビリヤード・ルームは、
暖炉を中心にしてシンメトリーにキャ
ンドルスタンドとソファが置かれてい
る。シンメトリーの配置は緊張感を
生み、家具の美しさを引き立てる。

パーティーでゲストを
飽きさせない工夫

オルソープのビリヤード・ルーム。
ビリヤードは19世紀後半に流行し、
当時、ほとんどのカントリー・ハウスが
既存の部屋を改装して
ビリヤード・ルームを設けた

ジョージ３世様式のマホガニーと
ローズウッドのカクテルキャビネット。

内側に鏡がはめ込まれている
55×34×153cm
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モドーやチェスト、書き物をするときのラ
イティング・ビューロー、ちょっと横になる
ためのカウチ、寄せ木の宝石テーブルな
どをバランスよく置いて美しさと快適性
を兼ね備えた居室にしたい。
　部屋の主が女性であればガブリオー
ル脚のティーテーブルとウィングチェアの
ような安楽椅子か布張りのアームチェア
を組み合わせて、サロン風にしつらえて
もよいだろう。男性であればチッペンデ
ール様式のデスクとアームチェアで、重
厚感のある書斎を兼ねた部屋にするこ
ともできる。

Chapter 5
貴族の寝室
Bedroom

右：コーナーチェアとスツールを
組み合わせてカウチのように。

リージェンシー様式のマホガニー製
（いずれもオルソープ リビング

ヒストリーコレクション）
83×57×86cm。69×69×32cm

右奥：ジョージ２世様式のマホガニーの
ライティングビューロー
（オルソープ リビング
ヒストリーコレクション）

64×75×97cm
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　右の写真はオルソープのウィリアム王
の間（キング・ウィリアムルーム）である。
四柱式の天蓋がついた立派なベッドを
中心に暖炉、鏡、カウチ、ティーテーブ
ル、チェアなど様 な々家具が置かれてい
る。こうした個人の私室は専用のバスル
ームや眺めのいいテラスなどが付いた広
い部屋で、チェンバールームと呼ばれ、
寝室としてだけでなく、書き物をしたり
親しい人を呼んでお茶をするなど、多目
的に使われた。
　着替えや身繕いも行う部屋なので、大
きな鏡は必需品。衣装を納める華麗なコ

ウィリアム王の間で暖炉の上に
使われている鏡のリプロダクト。
ジョージ３世ロココ様式。
下は鏡に合わせてデザインされた
コンソールテーブル
（いずれもオルソープ リビング
ヒストリーコレクション）
鏡165×8×82cm 
コンソール163×60×90cm

書斎と談話室を兼ねた
プライベートな居室
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マーブルグラスのテーブルランプ。
間接照明が、部屋に落ち着いた
ムードを創り出す
58×58×85cm

磁気と真鍮の鋳造との
組み合わせが特徴的な

シノワズリーの象の置時計。
気品を感じさせる
26×17×40cm

マホガニーのウォールブラケット。
絵画やミラーといった壁まわりの
装飾に加え壁面を抑える装飾として
優雅に彩りを添える
31×17×36cm

スペンサー伯爵が可愛がった
フォックスハウンド犬「Forager」の
実物大ブロンズ。オルソープの
ビリヤード・ルームに飾られている
110×25×85cm

フランス製ブロンズの燭台。
オルソープのマルボロー・ルームに

ペアで置かれている
18×18×40cm

西村貿易（株）東京ショールーム
Galleryメートランドスミス白金台

（オルソープ リビングヒストリーコレクション
日本総代理店）
東京都港区白金台3-2-10　白金台ビル１F
TEL：03-5793-3694
営業時間：10:00〜19:00　月曜定休
http://www.maitland-smith.jp

取材協力

Gallery メートランドスミス白金台で、オ
ルソープ リビングヒストリーコレクション
ショールーム特別ご招待会を開催いたし
ます。古の貴族のインテリアを現代に蘇
らせたポール・メートランドスミスの卓抜
したデザイン技量とスペンサー伯爵家の
生活史をご堪能ください。

SEVEN HILLS Premium
読者限定

特別ご招待会の
お知らせ

日時：2010年1月30日（土）〜2月7日（日）
10：00〜19：00
場所：Galleryメートランドスミス白金台
期間中は、ご優待価格にてご購入いただ
けます。
お問い合わせ・お申し込み
TEL：03-5793-3694

インテリアのアクセントとなる小物
Interior Accessories

たとえば暖炉の上の飾りや燭台、壷やランプなど、ちょっとした小物に
貴族のインテリアを取り入れてみてはいかがだろうか。貴族の暮らしに
つながるストーリーが語れるアイテムを、オルソープ リビングヒストリー
コレクションからいくつか紹介しよう。

上2点はオルソープ リビングヒストリーコレクションを使った空間プロデュースの事例
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